
様式第３５（第６３条関係）

×整 理 番 号

×審 査 結 果

×受理年月日   年  月  日

×許 可 番 号

充てん設備許可申請書

年   月   日

長崎県知事 様

氏名又は名称及び

法人にあっては

その代表者の氏名             

住    所

液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第３７条の４第１項の規定によ

り許可を受けたいので次のとおり申請します。

１ 充てん設備の使用の本拠の名称及び所在地

    名 称：

    所 在 地：

２ 充てん設備の貯蔵設備の記号及び番号並びに貯蔵能力

    貯蔵設備の記号及び番号：

    貯 蔵 能 力         ｋｇ

    車 両 番 号

（備考）１ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

２ ×印の項は記載しないこと。



液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第６４条１項に基づく

充 て ん 計 画 書

１ 製造の目的

   液化石油ガスを容器、貯槽、バルク貯槽に充てん設備（バルクローリー）を用いて供給

する。これによって、液化石油ガスのイメージ向上及び流通の合理化を図る。

２ 製造の方法

   液化石油ガスを製造所及び充てん所で当該ローリーに積込み、客先に設置された容器、

貯槽、バルク貯槽に充てんする。

３ 製造するガスの成分

   プロパンを主成分とした液化石油ガス

４ 処理量

   ポンプ

    吐 出 量…         L/min       rpm

    処 理 量…             m3/day

５ 処理施設の明細

   ポンプ

    メーカー…

    型 式…



ロ ー リ ー 置 場 説 明 書

（１）所在地

（２）面積              ㎡

（３）販売所までの距離        ｍ

（４）保安距離

①最も近い第一種保安物件までの距離

法定距離           ｍ  実際距離          ｍ

保安物件の名称

②最も近い第二種保安物件までの距離

法定距離           ｍ  実際距離          ｍ

保安物件の名称

③障壁の必要性

（５）火気等の距離          ｍ

（６）消火器（ローリー駐車場位置）

①型   式

②本   数          本

（７）付近見取り図       別紙のとおり

（８）ローリー停車位置・場所  別紙のとおり


